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第35回村野藤吾賞選考経過

　第35回村野藤吾賞の選考委員会は、2026年3月3日（火）、建築会館会議室において、古谷誠章、栗生明、竹原
義二、田名網雅人、磯達雄の5氏の出席をもって開催された。

　村野藤吾賞は村野藤吾記念会会員（2026年3月時点で個人339名、法人102社）から推薦された作品を選考対象としている。
第35回村野藤吾賞の選考に際しては、応募推薦された10作品（うち1作品は辞退）の中から書類審査により下記の
4作品に絞った後、3月3日の選考委員会を実施した（応募作リストと選考会までの経緯は次ページ参照）。

1 伊藤 博之 天神町place 
2 藤本 壮介 大阪・関西万博 大屋根リング 
5 飯田 善彦 大熊町立学び舎ゆめの森　
8 宮崎 浩  長野県立美術館    （最左の番号は開封整理番号、順不同）

　選考委員会では、まず4作品に対して各選考委員が意見を述べた。

　東京都文京区の街中に建つ「天神町place」では、光と風が入り込む中庭空間、外周に確保した3種類の空地が
もたらす隣地側への抜け、多様なプランニングに伴う賃貸住戸間の適度な距離感など、U字形に配置した建物の効
果が評価された。容積率を使い切らない計画など、発注者とのコミュニケーションに基づく設計への言及もあった。

　「大阪・関西万博 大屋根リング」は、内外をつなぎつつ巨大な会場を一体化し、万博を体験する場として象徴的
に機能した、などと評価された。リング上に立つと対岸を歩く人の姿が見える風景は感動的で多くの利用者の記憶に
残り得る、他のパビリオンに入れなくても大屋根リングを体験した人は満足したのではないか、という指摘もあった。

　「大熊町立学び舎ゆめの森」は、原発事故による全町避難から少しずつ町民が戻りつつある中、学校づくりをまち
復興の中心に据えて計画し、建築自体が住民を呼び戻す原動力となっていることが、建築の力を再認識させるなどの
指摘があった。建築化した家具による空間構成、子どもに程よい小さな空間の集まりなどを評価する声も出た。

　「長野県立美術館」は、高低差のある地形に建物の一部を埋め込み、屋上広場を介して隣接する善光寺や神社が
向かい合う軸線を可視化したこと、谷口吉生設計の東山魁夷館と角度をずらしつつブリッジで結んだ構成などが評価
を受けた。都市的なレベルから細部の家具に至るまで、全体に目配りされたデザインの完成度も言及された。

　その後、選考委員が推薦する2作を順位づけて投票し、5票ずつを得た大熊町立学び舎ゆめの森と長野県立美術
館についてさらに意見を交わした。大きくは、大熊町立学び舎ゆめの森の「包容力があり、多様な子どもを受け入れ
る居場所となっている空間」「町と共に変わっていく可能性」を評価する意見と、長野県立美術館の「完成度の高さ」
「潜在的な土地のポテンシャルを空間化した建築家の視座の高さ」を評価する意見が出て、議論は拮抗した。

　最終的に挙手による選定となり、3票を獲得した「大熊町立学び舎ゆめの森」の設計者、飯田善彦さんに第35回
村野藤吾賞を贈ることを決定した。
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募集から２次選考までの経緯

　第35回村野藤吾賞は、2025年8月15日（金）から9月30日（火）の期間に、10作品の会員による応募推薦を受
け付けた（うち1作品は辞退）。応募推薦作品は下記の通り。

第35回村野藤吾賞　会員推薦作品一覧

1 伊藤 博之 天神町place 
2 藤本 壮介 大阪・関西万博 大屋根リング
3 小宮山 昭 梶尾眼科／ギャラリーカジオ
4 大角 雄三 妙見荘
5 飯田 善彦 大熊町立学び舎ゆめの森 
6 森下 修 ThinkStay Mt
7 石上 純也 House & Restaurant
8 宮崎 浩 長野県立美術館
9 青木 茂 医療法人慈光会 若久病院
その他1作品は辞退　
（番号は開封整理番号、順不同）

　まず選考委員に上記9作品の資料を送付して、書類審査によって「天神町place」、「大阪・関西万博 大屋根リング」、
「大熊町立学び舎ゆめの森」、「長野県立美術館」の4作品に絞った。

　従来の村野藤吾賞は原則書類審査のみによる選考としていたが、今回から選考方法を改訂し、最終的な選考の
前に「2人以上の選考委員が見学済み」の状態を確保するための見学会を適宜行うこととした。

　第35回村野藤吾賞の選考においては、最終選考候補4作品のうち、全ての選考委員が会期中に見学していた「大
阪・関西万博 大屋根リング」を除く3作品について希望者による現地見学を実施した。3作品とも4名ずつの選考委
員が参加した。大阪・関西万博 大屋根リングについては、建築家側から届いた記録動画も参考にした。

　以上を経て、2026年3月3日（火）の選考委員会を開催した。


